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 The followingresults were obtained upon administration of sympathetic spasmoliticum 
 "Neo-Octinum" 
   In 10 cases of ureteral caluculi Neo-Octinum alone or with cystoscopical management 
were used. Five patints passed their stone without instrumental aid and in one case the 
stone was removed with looped catheter management. 
   Neo-Octinum was used for the relief of 2 cases of renal colicky pain from the stone 
and 5 cases of renal pain from the introduction of contrast media for retrograde  pyelo, 
graphy. The benefical effect of the drug in lessening or abolishing pain was proved. 
 X-ray investigation of the urinary tract in the ureteral spasmus after injection of 
Neo-Octinum were carrird out. spastic condition of the urinary tract could be relieved 
by an injection of Neo-Octimum. 
   The patients of trigonum anomaly, enuresis and irritable bladder received a marked 








症,夜 尿症,尿 石症,特 発性腎出血,尿 管痙攣
症等の疾患の中には,交 感神経或は副交感神経





入 手 し,使 用 す る機 会 を 得 た の で薮 に そ の 臨 床
成 績 を 報 告 す る.
化 学 的 組 成
ネ オ オ クチ ヌムNeo-Octinum(以下N-0と 略 記
す る)にOct量num(2-Methylamino-6-methylhe-
pten)とOctinumD(2-lsoamylamino-6-meth-・
ylheptan)を各 々 の薬 理 作 用 に基 い て適 当 な比 率 で配
合 した 製 剤 で あ る.工 錠 は精 液酸 オ クチ ヌ ム0.06gr,
粘 液 酸tク チ ヌ ムDO.08grを 含 有す る.液lgr,注
射 薬1cc,坐 薬1ケ は 何 れ もOctinum-amidosulf-
onatO.06gr,Octinum-D-amidosulfonatO.08grを
含 有 す る.
Octinum及びOctinumDは 共 に二 級 ア ミンで あ
っ て 両 者 の特 に 異 る 点 は 窒 素 原子 の側 鎖 の 長 さが 違5


































































































か ら10分で 疹痛は軽減し10分か ら15分で 消失して居




逆行性腎孟撮影(以 下RPと 略す)或 は排泄性腎














初診2ケ 月前より全身倦怠感,右 腎部鈍痛,腰 痛あ




1.Occ筋注後7分 にて 両側腎孟尿管の 拡張像を認め
幽た.N-0錠 剤3×1錠 投与7目 間にて上記症状軽侠
し,その後更に7日間投与して自覚症状は全 く消退し
'た(第1図a,b)





















数年前 より遅発遷延性扉尿,再 延性俳尿あり 排尿




















に強い様で ある.排 尿回数昼間4～5回 夜間1～2




〔第5例 〕25才 ♀ 膀胱三角部異常症
半年前より尿意頻数あり.昼間8～10回,夜間3～







間2～3回 で尿意頻数あ り,更に10日間投与す るもそ
の後の経過不明.
〔第6例 〕26才 δ 膀胱三角部異常症
約8年 前より尿意頻数あり.昼間10～12回夜閻2～
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3回.残 尿感,尿線の弱小あ り 時に尿失禁あり.排
尿困難,尿1国独はない,上記宙伏は冬季冷気にあ うと


























2年前 より左下腹音豚 痛あ り.その頃 よりそれ迄1








数年来尿意頻数あり,昼 間1～2時 間毎,夜 間2













10年前 より尿意頻数あ り.1日8～12回の 排尿回












を認めない 又尿所見も正常で真性夜尿症 と診断 し,




















第2子,生 産正常,1才 百目咳に罹患,学 業成績普
通,生 来夜尿あり,学令期に至るも治癒せず毎晩1～














眠は深い.N-O就 眠前1錠 服用6目 間投与するに全
く無効.
〔第23例〕10才9夜 尿症
第2子 出産正常,連 夜1～2圓 前夜半に失禁あ り,










生後1ケ 月後 原因不明の 高熱あり1週間で 下熱し
た.生 来尿意頻数あり,昼間一時間毎に排尿 しない と











3回.排尿痛,残 尿感,尿 失禁等は認めない 膀胱鏡
下に膀胱に異常を認めず,腎 機能も正常である。N-0
1目3回1回1錠 宛7目 間服用するに排尿回数昼間5


















尿管 結石の治療 にっ いては保存的療法,膀 胱
鏡 的療法 及び外科 的療法 を適宜採 用 して三者 に
均等 に重点 を置 く事はBoeminghausの述 べ
て いる所であ るが,出 来得 れば非観 血的に,市
も重篤 な腎機能障碍 の来 た さな いうちに結石 を
除去 す る事が望 ましい,而 も結 石 の自然排 出率
はBoeminghausの56～90%FussuSchulz
の82.4%となって居 り尿管結石は その大半が 自
然排 出が期待 出来 るわ けであ る.此 の尿管結 石
の 自然排 泄を補助 し,促 進 せ しめ る意味 で1定
の運 動,多 量 の 水分 摂取の外 に 膀胱鏡 的に ブ
ジー.カ テーテル等 を尿管に挿入す る方法は,
Lewis,Crowe11,[.Marion,Braash,BUrger
等 に よ り種 汝報 告 され てい る.一 方種 女の薬剤
即ちPapaverin,Atropin,novocain,ave-
rtin等の ヵテ ーテル よ りの注入,urotropin
静注,Vagostigmin皮下注或は 最近 に於 ては
Depropanex,Kallikrein.Chlorpromazin
Circuletin等の使 用に よ り尿管 壁の痙攣 を緩解
せ しめ,或 は蠕動 の元 進を招 き結 石の排 泄 を促
進せ ん とす る試み も盛 に行 われそれぞれ に良結
果 を得 てい る.N-0の 此 の方面に於け る効果
につ いてはKeller(1955)が初 めて そ の平滑
筋に対す る鎮痙作 用に注 目し結 石の 自然排泄 を
促進せ しめて い る.彼 は29人中11人の自然排泄
を認 め,そ の効果 を高 く評 価 しているが,我 女
の成績では 自然排泄 を来 た した ものは10例中5
例 で最 高10日,最 短4日 で排 泄 され て居 る.大
きさは何 れ も小豆大 以下で,尿 管下端 よ り最高
10cm,最短0.5cmで 尿管 の 中部乃至下部 のも
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の であ る.自 然排泄 をみ なかっ たもの5例 の う
ち3例 は 尿管切石術 を施行 したものであ るが,
うち1例 はN-0使 用 に より約5cm下 降せ る
も尿管 を横切 る小血管 のため尿管が圧迫 されそ
れ以下へ の降下 をみ なかつ たものであ る.叉1
例 はN-0を100pedcatheter法とを併用 し
結 石を摘 出 した ものであ り,又1例 は1部 破損
して自然排泄 をみ残部 は 目下観察中の ものであ
る.
之等 の経験か らN-Oの 効果はKellerの言
う如 く可成 り期待 を もつて も良 い様 であ る.只
既 に言われて いる如 く,尿 管結 石の 自然排泄 と
、此の種 薬剤の効果 とを正確 には云 々 し得 な く,
結石 の自然排泄 にN-0が どの程 度の影響 を与
え るか 判定は なか なかに 困難であ る.何 故 に
N-0投 与 によ り 尿管結石の 排 出が促進 され る
か その原 因は判然 としないが本剤の もつ平滑筋
に対す る鎮痙作用 と利 尿作 用に待つ所が大であ
ると考え られ る.N-0の 薬理作 用につ いては
既 に述 べたが その作用機序につ いては未 だ不 明
の点 も 多 く,そ の実験 成績 も 区 々で あ る.
MUggeの成績に よるとOctinumの作 用は 平
滑 筋臓器 の弛緩が主であ り,大 量 使用時 には じ
め て交感神経の興 奮を見 るという.
SholtenはまたOctinumはPapaverin様i
の薬物 であるが,交 感 神経の緊張 をたか め る点
で特異 的 なものだ とした.此 に反 してJackson
はOctinumは 交感神経性Amineで そ れ自
体 では平滑筋 を弛緩 す るが,そ の存在下 では交
感神 経の興奮 を抑制す るとしてい る.交 感神経
が促 進機能 を示す臓器 に於 ては,そ の緊張低下
を きたさない.故 に瞳孔は散大 し,血 管収縮 の
ため強 い血圧上昇 を来 たすIssekutzuBie-
hlerはOctinumの作 用は 交感伸経興奮作 用
が著 明では あ るがその作 用を評価す るには実験
標本 の如何 に より左右 され ると強調 し,而 も街
Octinumは平滑筋に 対す る直接作用 を有 し
Papaverinと同様 の作用 を有す ると している.
Scholtenによ るとOctinumDの交感神経興
奮作 用は 減弱 し 実際には 見 られない と いう.
Girndtはその交感神経 に 対 す る作 用は腸機能
抑 制 に伴 う二 次的 の もの だ と考 えて いる.叉
FleekenstinによるとOctinumの 平滑筋 へ
の作 用は直接作 用に よるもの でな く,節 後 性の
交 感神経線維 を介 して砂立す るとい う.叉H-
aasはOctinumは交感 神経線維 を興 奮 させ,
それ よ り伝導物質Noradrenalinの分 泌増加
を来 たす と考 え,更 に 一方Amineoxydase
に作 用 してNoradrenalinの分解 を抑制 す る
のでは な いか と言 い,そ の作 用機転は純粋 に交
感神 経興 奮性Amineで 他 の交感神経性薬物 と
よ く一致す ると述 べてい る.
何 れに しろ 尿管結石 の 保 存的 療 法に 対す る
N-Oの 影 響 としては 第1に 尿管壁 の痙攣 乃至
過度 の緊張状態 の緩解 であ り,第2に 利 尿充進
に よる結 石の落下促進 に よるもの と思 われ る.
2)腎,尿 管癌痛,逆 行 性腎孟撮影法 及び精
嚢腺撮影法後 の疹痛 に対す る効果
我kは,逆 行性腎孟撮影後5例,精 嚢腺撮 影
後1例,尿 管結 石2例 の腎,尿 管部 の癌痛 に対
しNO1.Occ～2.Occを筋注 し,計8例 の うち
有効3例,稽 々有 効5例,無 効2例 の成績 を得
た.注 射後痙痛 の軽 減す るには4分 一10分,疹
痛 の消失す るには10分一15分を要 してい る.
Kellerは50例の尿路結 石,腎 孟炎,腎 腫瘍
等 にN-0を 使用 して,そ の疹痛 の軽 減に好結
果 を得 てい る.勿 論N-0の 鎮 痛作 用は,前 述
の如 くそ の抗痙作 用に よるもの であ るが,更 に
N-0に は鎮 痛及 び 消炎作 用 を 有 して 居 る.
Octinum及びOctinumDは ベ ラ ドン ナ剤
にみ るごと く不 快 な る副作 用を欠 き鎮 痙作用 を
示 し両者 のOctinum剤を併用す ると作 用強 度
が著 し く増強 され る事 をHaasが 証 明 して以
来,Neo-Octinumは治療 に応 用 されて来 た.
FreundによるとOctinumは鎮痛 剤を加え
ると,そ の中枢 性鎮痛作 用 を高 め るとい う.
MassierはOctinumは鎮 痛及 び消炎作 用 を
有 し,そ の作用は特 にAminophenazonの併
用に よ り著 明 とな り,OctinumDは 局麻作 用
を示す と言つ てい る.Haasも 叉Aminoph-
enazonとの併用 によ りN-0の 鎮痛 消失作 用
の増加 を実験的 に証 明 して い る.
N-O液 の作 用は通常8-10分 で現 われ,錠























我女は4例 の尿管痙攣症,及 び4例 の種 々な
疾患に於ける逆行性並びに排泄性腎孟撮影像に























我 々は頻尿等を主訴 とす る膀胱三角部異常症
16例,遺尿症10例,膀胱神経症3例 計29例に
N-O定を使用 して著効13例,有効6例,稽 々


















いる.こ れらの要因に由来す る頻尿,排 尿終末











7例,有 効3例,稽, 有々効2例,無 効3例 不詳
1例であり,遺 尿症10例中著効4例,有 効3
例,稻 女有効2例,無 効1例 であ り,膀胱神経



























求 し,N-Oに より腎孟,尿 管の拡張充満 して
描出されるを見た.
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4)膀 胱 三 角 部 異 常 症,遺 尿 症 及 び 膀 胱 神 経
症 に 於 て 頻 尿 等 の 自 覚 症 をN-0錠 服 用 に よ り
消 失 或 は 軽 減 せ し め た.
5)副 作 用 は 少 く 只 筋 注 後 の 局 所 の 疹 痛 を 訴
え た2例 の み で あ つ た.
欄 筆 に 当 り恩 師 稲 田 教 授 の 御 脂 導 と 御 校 閲 を 深 謝 す
る,

















11)稲 田:膀 胱 三 角 部 異 常 症,1951,































尿 管 下 端 よ り約2.Ocm
O.8×0.4×O.4cm な し
尿 管 下 端 よ り約5.Ocm
L5×0.9×0,5cm






尿 管 下 端 よ り約3.Ocm
O.8×0.5×0.4cm





尿 管 下 端 よ り約0.5cm,
(intramural)
1.0×0.7×0.5cm














































尿 管 下 端 よ り約10crn
O.5×0.3×0.3cm
尿 管 下 端 よ り約2.Ocm
1.G×0.8×0.5cm













1・Occ1日1回10日聞 ケ排 泄 残 余 は
約2.Ocm降
第2表 腎,尿管痛痛,逆行性腎孟撮影法及び精嚢腺撮影法後の疹痛に対する効果
症例 性 年令 診 断 泌尿器科的操作 疹 痛 の 程 度 N-0使用量 結
・菓1判 定
1 ♀ 27 膀胱炎
■











































8 δ 55出血性精嚢炎 精 嚢 腺 撮 影
76%Urograhn2.5cc注入
後下 腹 部 痛(什)
1.Occ注射後5分より軽減し10分にて消失 有 効































6左 腎 水 腫
一 一i




























障 凹 材 ・・チ・ム RP逆行性腎孟撮影AP排 泄性腎孟撮影
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3×20T 尿意頻数 (+)無 効
3×30T 尿意頻数 消失 著効


























昼 間 遺 尿 副 …T 昼聞尿失禁 1消失 著効
昼 間 遺 尿 症[・ …T 昼聞尿失禁 (±)i梢々有効
膀 胱 神 経 症13・7T 尿意頻数 消失 著効
膀 胱 神 経 症16…T
・1膀 胱 神 経 症1・ 。・・T
尿意頻数 (一〉 …署効
29120 尿意頻数
　
1(+)1無 効
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第1図
(a)N-0注 射前
両側尿管殊に右側尿管狭小
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第1図
(b)N・01.Occ筋注7分後
両側尿管腎孟充満拡張 して描出
第2図
(a)N-0注射前の排泄性腎孟
撮影(15分)
第2図
(b)N-01.Occ筋注後の排泄
性腎孟撮影(15分)
腎孟,尿 管充満拡張 して描出
